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６ 議事録（要点筆記） 

提出議案に関する説明会 

○議会事務局長 

ただいまから、提出議案に関する説明会を開催する。 

はじめに議長からご挨拶申し上げる。 

○議長 

（あいさつ） 

○議会事務局長 

  それでは、ご案内した日程に従い、説明会を進める。 

以後の進行を副議長にお願いする。 

○副議長 

それでは、提出議案に関する説明会を始める。 

本日の説明会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として、執行部からの説明は、お

手元に配布の資料「進行の流れ」に記載のとおり、説明員を必要最少人数とした上で、「２部入れ替え

制」にて行うこととする。 

執行部説明員については、着座のまま、順次、役職・氏名を名乗った後、説明を行うこととしますが、

質疑応答においては、通常どおり、発言許可を受け、起立した上で応答していただくこととする。 

（総務部長挨拶の後、関係次長等が資料に基づき議案の概要を説明） 

○副議長 

  続いて、質疑に入る。 

質疑は、一問一答で簡潔な質疑にご協力をお願いする。 

○議員 

  東京オリンピック・パラリンピックの返還木材について、具体的な活用方法は何か。 

○県産材流通課長 

  県内の各地の県有スポーツ施設などに、ベンチや木製遊具などを設置する予定である。 

○議員 

 ベンチや木製遊具でレガシーをどのように伝えていくのか。 

○県産材流通課長 

 県ゆかりのオリンピック・パラリンピックの選手が使った施設や県民が集う施設において、来場者が

利用しやすい東屋やベンチとして活用し、利用者の語らいの場として利用してもらうことを考えている。 

○議員 

 東京オリンピック・パラリンピックの返還木材の活用方法として、SDGｓバッチの作成をお願いしたい。 

○県産材流通課長 

 予算の中に、SDGｓバッチの製作経費も盛り込んでいる。 

○議員 

 ベンチや木製遊具を設置するとの説明があったが、木製遊具に関しては、子どもの遊具に限らず高齢

者用の背筋を伸ばす健康器具などの制作についても検討いただくよう要望する。 

○議員 

地域公共交通の原油価格・物価高騰対策で、例えば地方鉄道では１事業者に対し５００万円の支援金

を支給するとしているが、この支援金の額はどのように見込んだのか。 

○公共交通課長 

 本支援金は燃料費の上昇相当分を支援するもので、過去の実績から平均的な使用量を求め、令和２年

度から令和４年度の燃料費の上昇率を掛け合わせ、６か月相当分として算定した。 

○議員 

  支援対象となる地方鉄道事業者や広域バス事業者などは許可事業者であり、対象者が把握できるので、

申請なしで支給する仕組みとなるのか。 

○公共交通課長 

  申請いただいた事業者に対して支給する。 
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○議員 

 県立学校における給食費の保護者負担の増額分を支援するとのことだが、１食あたりどの程度の増額

を見込んでいるのか。 

○体育健康課長 

 本年４月から給食費を１食あたり最大３３円増額した学校があるため、これに、今後のさらなる物価

高騰に備えた１０％を上乗せし、１食あたり３７円を見込んでいる。 

○議員 

  物価の高騰により、所得の多寡にかかわらず県民生活が圧迫されている状況にある。給食費に限らず、

生活困窮者に広く支援が回るようにしてほしい。 

○議員 

  審査請求に関する諮問の議案について、具体的な請求内容と手続きを教えてほしい。 

○人事課長 

  当該審査請求は、審査請求人が勤務終了後に飲酒運転をし、物損事故を起こしたことを理由に懲戒免

職処分を受けたことに伴い、県教育委員会が令和３年３月５日付けで行った退職手当の全部を不支給と

した処分に対して、処分の取り消しを求めたものである。 

給与その他の給付に関する処分の審査請求については、地方自治法で教育委員会など知事以外の機関

が行った処分への請求は知事に対して行うこと、また審査請求を受けた知事は、裁決の客観性と公正性

を高める趣旨から、議会に諮問し意見を受けた上で裁決を行うことが定められている。今回は、裁決に

向けた手続きの一環として、議会に諮問するものである。 

○議員 

  契約関係の議案のテレビ会議システム機器の更新とはどのような内容か。 

○危機管理政策課長 

  現行機器が設置されている５９の拠点でテレビ会議通信ができるよう整備するもの。２億８，９００

万円の内訳は、機器及びソフトウェアの購入費となっている。 

○議員 

  森林サービス産業者への支援について、森林サービス産業とは具体的にどのような事業を行っている

事業者で、県内にはどれくらいあるのか。 

○林活用推進課長 

  森林サービス産業とは、キャンプ場や自然体験ツアー等、森林空間を活用して健康、観光、教育とい

った分野で事業を行っている事業者を想定している。事業者数については県内の事業者団体等が存在し

ていないため正確な数字は不明だが、関連ホームページや市町村への聞き取り結果等から２００社以上

あると推測している。 

○議員 

  輸入飼料に依存しない畜産経営の実現に向けた取組み支援とは、具体的にどのような事業を行うのか。 

○畜産振興課長 

 家畜の飼料は輸入原料を多く使用しているため、価格高騰の影響を受けている。このため、畜産農家

など自らが、飼料の生産を拡大するための取組みに対して支援するもの。 

○議員 

  例えば、飼料用のトウモロコシなどを生産することかと思うが、畜産農家が簡単に農作物を生産でき

るのか。 

○畜産振興課長 

  畜産農家の団体とも意見交換する中で、将来的には輸入する飼料そのものが無くなることも危惧され

るため、畜産農家自らが努力していくしかない、という意見があり、そのための支援を行うこととした。 

○議員 

  畜産農家だけで飼料を生産するのではなく、農作物を生産する耕種農家で飼料を作ってもらうように

お願いしていった方が良いのではないか。 

○畜産振興課長 

  今回の事業の中で、機械導入の支援については、畜産農家だけではなく、飼料を生産する耕種農家も
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対象として支援する。 

○議員 

  今後は、農業全体で家畜の飼料を生産する仕組みを作っていくことが望ましい。 

○議員 

  県と警察の議案にそれぞれノートパソコンの更新に関する契約案件があるが、１台当たりの単価を計

算すると、警察の方が５割くらい高い。その理由は何か。 

○警察本部情報管理課長 

  警察では、県と異なるサポート期間が長いOSを仕様として指定しているためだと考えられる。 

〇議員 

５割も高くなるような理由になるのか。 

○警察本部情報管理課長 

  入札の参加を辞退する業者も多く出ており、その関係で高くなったとことも考えられる。 

○副議長 

質問も尽きたので、これをもって第１部の説明を終了する。 

執行部入替えのため、しばらく休憩する。 

午前11時15分 休憩 

午前11時19分 再開 

 

 

○副議長 

議案説明会を再開する。執行部から第２部の説明をお願いする。 

（関係次長等が資料に基づき議案の概要を説明） 

〇副議長 

  続いて、質疑に入る。質疑は、一問一答でお願いする。 

〇議員 

  地場産業への支援金について、地場産業の定義は。 

〇経済・雇用再生室長 

  現在制度設計中だが、製造業のうち、７大産業である陶磁器、繊維・衣服、紙、金属・刃物、木工、

プラスチック、食品に加え、伝統的工芸品、郷土工芸品を予定している。 

〇議員 

  対象を地場産業に絞った理由は。 

〇経済・雇用再生室長 

  事業者へヒアリング等を行う中で、製造業においては、原油価格・物価高騰を受けて、原材料費や燃

料費に大きな影響を受けていること、また、地場産業は規模の小さな事業者が多く、価格転嫁が困難と

の声が多く寄せられたため、製造業のうち地場産業を対象とした。 

〇議員 

地場産業以外でも、各務原市を中心とした航空産業も影響を受けている。今後、対象を拡大されるこ

とがあれば検討してほしい。 

〇議員 

  アフターコロナ・チャレンジ事業者応援補助金とアフターコロナ対応新商品開発支援事業費補助金に

ついて、増加分は追加募集とするか。 

〇商工・エネルギー政策課長 

  アフターコロナ・チャレンジ事業者応援補助金について、５億円を増額するが、うち２億円は一次募

集で申請のあった事業者の採択率を上げるために使用し、残りの３億円分は追加募集を実施する予定で

ある。 

〇地域産業課長 

  アフターコロナ対応新商品開発支援事業費補助金について、２億円を増額し、追加募集を予定してい

る。 
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〇議員 

  地場産業への支援金の対象に、陶芸作家は含まれるか。 

〇経済・雇用再生室長 

  前提として、製造業のうち地場産業を対象とするが、中小法人のほか、個人事業者も対象とする予定。

なるべく幅広に対象とする方向で制度設計中である。 

〇議員 

  家計急変世帯に対する私立高校等の授業料支援について、家計急変世帯の把握方法は。 

〇私学振興・青少年課長 

  私立学校を通じて保護者から申請していただく。減収による家計急変の場合は、急変した月を含む３

か月の収入状況が確認できる資料をいただき、年間換算の上、世帯年収５９０万円未満相当となった場

合に支給する。失業の場合は、例えば、共働き世帯で一方の保護者が失業した場合、もう一方の保護者

の年収が５９０万円未満相当であれば支給する。 

〇議員 

  授業料支援は、通常、授業料を納付した後、世帯収入の審査が確定してから保護者に還付されるが、

支援を必要とする保護者に早期に支給されるようお願いしたい。 

〇議員 

  再生可能エネルギー導入に取り組む事業者への支援に太陽光発電設備等を設置する際の補助とあるが、

「太陽光発電設備等」とは具体的に何か。また、補助の上限はあるか。 

〇脱炭素社会推進課長 

  「太陽光発電設備等」とは太陽光パネルと蓄電池である。 

   補助金の上限については太陽光パネルは１ｋｗあたり５万円、蓄電池は１ｋｗｈあたり６．３万円 

を上限とし、規模についてはどちらも２０キロまでを考えている。 

   なお、家庭用の太陽光発電設備は４～５キロであることが多いが、事業者向けの補助のため、その

４～５倍となる２０キロを規模の上限と想定した。 

〇議員 

  再生可能エネルギー導入に取り組む事業者への支援について、設備の設置場所の基準はあるのか。 

〇脱炭素社会推進課長 

  補助対象は、事業者所有の家屋とその敷地内に設置する設備を想定している。 

〇議員 

  どんな場所に設置された設備でも対象となる、ということがないようしっかり基準を設定いただきた 

い。 

〇議員 

  サプライチェーン対策への支援は、当初予算でも計上されていたが、申請に対して、予算が不足する 

ため拡充するということか。 

〇企業誘致課長 

  当初予算では、令和３年度の実績を基に５億５千万円の予算を計上していたところ、昨今の原油価格 

や物価の高騰により、サプライチェーンの国内回帰の動きが加速化していることから、当初想定してい 

た件数を上回った申請が出てきているため、予算計上させていただいたものである。 

〇議員 

  新たに申請したいという事業者もいるため、２次募集に向けた予算の拡充を要望する。 

〇議員 

  地場産業への支援金の申請要件は。 

〇経済・雇用再生室長 

  １点目としては、製造業のうち地場産業を対象とする。２点目として、今年度と前年度を比較して原 

油価格・物価高騰の影響を受けていることを要件とする。また、事業内容が分かるものとして定款等、 

影響を受けていることが分かるものとして通帳の写し等の提出を求める予定だが、速やかに支給するた 

め、提出書類は簡素化する方向で検討をしている。 

〇議員 
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  就労継続支援事業所の生産活動支援事業について、具体的にどのような経費が支援対象となるか。 

〇障害福祉課長 

  就労継続支援事業所では、生産活動として自主製品の製造等を行っており、例えば、パンを製造する

場合は材料となる小麦粉等、織物を製造する場合はその原材料等が対象となる。 

〇議員 

  製造業における持続族可能な地域物流モデルの普及とはどういった事業か。 

〇産業デジタル推進課長 

  物流に航空チケット早割の手法を導入するイメージで、トラックドライバーが不足する中で多品種少 

量生産でリードタイムを短縮する運送により、物流の効率が悪化していることを踏まえ、運送の発注を 

早めてもらうことで、荷物の積載効率を上げる仕組みである。 

  この仕組みは、民間事業者が内閣府の補助を受けて、昨年度構築した基盤を活用するため、基本的な 

初期投資は済んでいる。今回の予算では、荷物の発注と運送計画をマッチングする機能の拡張や、倉庫 

予約システムの追加など、開発経費の一部を補助するもの。 

  また、この仕組みを活用する事業者には、原油高により高騰する運送コストに対する補助も行う。 

〇議員 

  今年度は国の補助を活用するということだが、今後、国や県からの助成などはどうなるのか。 

〇産業デジタル推進課長 

  本事業は今年度限りで、国の原油高対策の交付金を活用させていただく。この仕組みを活用する事業

者が増えれば維持管理費が賄えるため、今後は民間で運営することとなる。 

〇議員 

  電子観光クーポン「ぎふ旅コイン」の拡充とあるが、具体的な拡充内容は。 

〇観光誘客推進課長 

  「ぎふ旅コイン」は現在、「ほっと一息、ぎふの旅」キャンペーンの利用者に配付しているが、今後

はこれに加え、地域の観光イベント等での活用など、対象事業を拡充する。 

〇議員 

  「ぎふ旅コイン」は、スマートフォンでアプリをダウンロードして使用する仕組みのため、高齢者な 

どがスムーズに使えるよう使用方法をしっかり周知する必要があると思う。 

  拡充にあたっては、「ぎふ旅コイン」の使用方法に関する周知は、どのように行うのか。 

〇観光誘客推進課長 

  現在、コールセンターを設置して対応しているが、今後は、分かりやすい説明動画をホームページ上 

に掲載するほか、県観光連盟や参画事業者とも連携しながらより丁寧に周知していく。 

〇議員 

  私立学校における給食の実施状況は。 

〇私学振興・青少年課長 

  幼稚園ではほぼすべての園が給食を実施している。小学校は２校中２校、中学校は９校中３校、高等 

学校は２校で給食を実施している。 

〇議員 

  飲食店が実施する換気対策への支援について、令和４年１月１日以降に設置改修したものが支給対象 

との記載があるが、これは設置してから申請する必要があるのか。これから設置する場合も申請できる 

のか。 

〇感染症対策調整課長 

  設置済みの場合とこれから設置する場合の両方とも対象としている。 

〇議員 

  県に直接申請するのか。 

〇感染症対策調整課長 

事業委託を予定しており、委託業者において申請窓口やコールセンターを設け、申請を受け付ける予 

定。議決の上は、速やかな事業開始を検討している。 

〇議員 
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  どの程度の申請店舗数を想定し、予算を組んでいるのか。 

〇感染症対策調整課長 

  ４５０店舗を想定している。同様の事業を先行して実施している他県において、飲食店全体の約２． 

５％への補助実績があった。この実績を踏まえ、県内約１．８万店舗ある飲食店の２．５％に当たる４ 

５０店舗に、補助上限の６０万円を支給するとして、２．７億円を算出している。 

〇議員 

  繁華街の中の飲食店やテナントとして入っている店舗などは、簡単には換気設備の設置工事が出来な 

い。このため、申請者が限られるのではないか。 

〇感染症対策調整課長 

  他県の２．５％という補助実績からも考えられるとおり、立地等の様々な条件によって、換気設備の 

設置工事が困難な店舗もあると想定される。 

  そのような店舗は、第三者認証店舗における換気対策にあるように窓を開けること等で換気を徹底し 

ていただくことになる。 

  事業について全ての飲食店に対して周知を行っていくが、支援内容について丁寧に説明していきた 

い。 

○副議長 

 質問も尽きたので、これをもって提出議案に関する説明会を終了する。 
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